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Symonds, 1937 ; 「応答性一統制」 Baumrind,1967) 
の側面から研究され，現在までに様々な知見が得られ
てきた。しかし，近年では Spithovenet al. (2016)の
ように養育態度を多面的に捉える試み (i.e.,Spithoven 
et al., 2016 ; Barber, Storz, Olsen, Collins & 










































































































































































質問項目 平均 SD I I il N V 共通性







2, モニタリング (a =.81) 
3.27 0.83 .97 
3.43 0.80 .88 
3.10 0.90 . 77
3.06 0.88 .63 
2.66 0.92 .52 
2.91 0.99 .43 
27その人は、わたしが普段の生活でしていることについて、知っている。 2.79 0.96 
26わたしの好きなことや、いつもしていることについて知っている。 2.91 0.92 
28その人は、わたしが外出するときにどこへ行くのか、だれと一緒なのかを知っている。 2.850.96 
3, 心理的統制 (a =.79) 
24わたしがその人の期待と違うことをすると、わたしのことを見てくれない。 1.49 0. 71 
25その人は、どんなときでも、わたしがすることを決めようとする。 1.58 0. 73 
23わたしが、その人とりがった考え方をすると、その人の機嫌が悪くなる。 1.61 0. 77 
22 
わたしがその人の機嫌を悪くさせると、またその人を喜ばせるまでは、わたしに話
しかけなくなる。 1.83 0.87 
20わたしのすることは、なんでもその人の思い通りにさせられる。 1.86 0.78 
5 その人にとって大切なことを、わたしに決めさせようとする。* 1.82 0.83 
4, 心理的距離の近さ (a =.67) 
2 その人は、悩みごとがあると、わたしに相談する。* 1.98 0.84 
4 その人は、自分のことをわたしにくわしく話す。* 2.12 0.86 
1 その人は、うれしいことがあると最初にわたしに報告する。* 2.42 0.86 
12その人の考えていることは、いつでもよくわかる。* 2.06 0.84 
5, 揺らぎ (a =.64) 
6 その人の表清がころころ変わる。* 2.22 0.84 
3 その人は、その人の気分で、叱ったり、ほめたりすることが変わる。* 2.31 1.01 
9 なんとなく近寄りにくいときがある。* 2.26 0.99 




























の5因子のモデルの適合度は CFl=.98, RMSEA=.04, 
AIC=427.63と十分な値を示した。抽出された第 1因子



















散構造分析を行った。モデルの適合度は， CFI= .93, 
AGFI = .96, RMSEA = .03であった。共分散構造分
析の結果を Figure1およびTable4に示す。図より，「受
容」から「孤独感」に直接負のパスが認められた (/3
=-.207, 95%cl[.14 ~ .28], P<.00)。「自己解決ビリー
フ」には「モニタリング」から負のパス傾向 (/3=-.36, 
95%cl[-.55 ~ .-.17], p<.00), 「心理的統制」 (/3=.26, 
95%cl[.08 ~ .28], P<.00) と「揺らぎ」から正のパスが
示された (/3=.41, 95%cl[.19 ~ .64], p<.00)。「自己期
待ビリーフ」は「心理的統制」 (/3=.25, 95%cl[.ll ~ .40], 
p<.00), 「揺らぎ」 (/3=.21, 95%cl[.03 ~ .39], P<.05) 
から正のパスが得られた。「依存ビリーフ」は「心理的
距離の近さ」 (/3=.34, 95%cl[.19 ~ .50],p<.00), 「揺らぎ」








N=439 平均 SD 項目数 a係数
（養育態度認知尺度） 平又合仮 18.48 4.22 6 .88 
モニタリング 8.57 2.46 3 .81 
心理的統制 10.15 3.25 6 .79 
心理的距離の近さ 8.59 2.38 4 .67 
揺らぎ 8.57 2.57 5 .64 
（イラショナルビリー フ） 自己解決 17.34 5.08 7 .75 
自己期待 10.36 3.83 4 .79 
依存 10.33 3.46 4 .74 
（孤独感） 7.82 3.55 5 .91 
Table 3 養育態度認知尺度 (5因子）とビリーフ尺度 (3因子）と孤独感の因子間相関
平又ワ合
モニタリ 心理的統制 心理的距 不安定さ 自己解決 自己期待 依存 孤独感ング I 離の近さ
平又合奴 1.00 
モニタリング .58 * 1.00 
心理的統制 -.14 * .02 1.00 
心理的距離の近さ .48 * .42 * .14 * 1.00 
揺らぎ -.21 * -.06 .48 * .06 1.00 
自己解決 -.20 * -.13 * .27 * -.07 .27 * 1.00 
自己期待 -.01 .05 .29 * .13 * .24 * .42 * 1.00 
依存 .12 * .16 * .17 * .25 * .20 * .15 * .15 * 1.00 
孤独感 -.24 * -.14 * .18 * -.12 * .25 * .32 * .23 * .19 * 1.00 













モニタリ 心理的統 心理的距 揺らぎ 自己解決 自己期待 依存ング 制 離の近さ
モニタリング .60 •• 
心理的統制 -.14 * .0 
心理的距離の近さ .46 •• .40 •• .08 
揺らぎ -.21 * -.07 .40 •• -.0 
自己期待 .41 •• 
依存 .14 * '.15 •• 
* p < .01, * p< .05 
Table 5クラスタ分析で得られた4つのクラスタの標準化得点平均値
クラスタ 受容 モニタリング
CLl 0.58 0.39 
CL2 -0.60 -0.30 
CL3 -1.36 -1.34 











-0.84 -0.02 -0.56 
0.96 -0.09 0.64 
-0.64 -1.04 -0.22 




スタ 2), すべての値が低い群（クラスタ 3), すべての
値が高い群（クラスタ 4)に分類された。得られた4ク







次いでクラスタ 1, クラスタ 2, クラスタ 3が最も低い
得点であった。「心理的統制」はクラスタ 2が最も高く，
次いでクラスタ 4, クラスタ 3, クラスタ 1が最も低い
得点であった。「心理的距離の近さ」はクラスタ 4が最
も高く，次いでクラスタ 1, クラスタ 2, クラスタ 3が
最も低い得点であった。「揺らぎ」はクラスタ 2が最も
























は見られなかった (F(3, 321) =5.50, p<.01, TJ 2=.05)。
w. 考察
本研究では，従来の 2軸 (i.e., 受容一統制， もしく






































CLl CL2 CL3 CL4 多重比較
N=111 N=89 N=52 N=73 F値 T/ 2 (Bonferroni法）
M 16.1 18.93 17.04 16.84 5.51 * 0.05 2 > 1 
自己解決
4>2 SD 4.61 5.13 6.14 4.48 
M 9.86 11.33 9.04 11.1 5.49** 0.05 2 > 1, 3 
自己期待
3.79 4>3 SD 3.89 3.8 3.77 
M 10.04 10.7 ， 11.51 5.83** 0.05 2>3 
依存
4 > 3, 1 SD 3.56 3.32 3.5 3.61 
M 6.99 8.78 8.9 7.8 5.50** 0.05 
孤独感 2, 3 > 1 
SD 3.2 3.43 4.59 3.47 
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2 3因子： a係=.88,.80, .67, CFI=.97, RMSEA=.04, 
AIC=427.64, 6因子： a =.87, .81, . 79,.67, .64, 
第6因子ぱ消滅， CFI=l.00,RMSEA=.03, AIC=376.48 
(2018年8月24日受付）
(2018年10月3日受理）
-40-
